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一
、
は
じ
め
に
日
本
各
地
の
祭
礼
で
、
小
さ
な
子
ど
も
が
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
身
に
着
け
、
顔
に
は
化
粧
を
施
し
て
登
場
し
、
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
の
出
発
時
に
は
、
先
頭
を
進
む
長
刀
鉾
に
八
〜
十
歳
ぐ
ら
い
の
男
児
が
乗
り
込
み
、
山
鉾
の
進
路
で
あ
る
四
条
通
に
渡
さ
れ
た
注
連
縄
を
切
り
落
と
す
。
こ
の
長
刀
鉾
の
稚
児
は
、
毎
年
ニ
ュ
ー
ス
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
た
め
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
祇
園
祭
に
は
駒
形
稚
児
と
呼
ば
れ
る
馬
に
乗
っ
た
稚
児
も
登
場
す
る
。
駒
形
稚
児
は
、
御
神
体
で
あ
る
木
彫
の
馬
頭
を
首
か
ら
下
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
京
都
市
南
区
久
世
上
久
世
の
綾
戸
國
中
神
社
の
氏
子
か
ら
十
歳
前
後
の
男
児
が
選
ば
れ
る
。
七
月
十
七
日
の
神
幸
祭
と
七
月
二
十
四
日
の
還
幸
祭
で
、
三
基
の
神
輿
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
中
御
座
を
先
導
す
る
役
を
務
め
る
。
祇
園
祭
の
例
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
神
事
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
担
う
子
ど
も
は
、
各
地
の
祭
礼
に
も
登
場
す
る
。
そ
の
な
か
に
、「
ひ
と
つ
も
の
（
一
つ
物
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
（
表
１
）。
各
地
の
事
例
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
①
祭
り
で
神
意
を
伺
う
た
め
に
神
霊
を
移
ら
せ
る
「
神
の
よ
り
ま
し
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
②
五
、
六
歳
の
男
児
が
務
め
る
③
地
面
に
足
を
付
け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
大
人
の
肩
車
や
馬
な
ど
で
移
動
す
る
④
こ
の
役
が
登
場
し
な
い
と
神
事
が
始
ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、
神
幸
行
列
で
神
輿
の
前
を
進
む
な
ど
重
要
な
役
割
を
す
る
す
す
き
し
で
⑤
山
鳥
の
尾
羽
や
造
花
、
薄
な
ど
を
身
に
着
け
、
紙
垂
な
ど
を
つ
け
た
笠
を
被
り
、
化
粧
を
す
る
、
ま
た
は
素
顔
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
物
は
、
特
に
兵
庫
県
加
古
川
市
、
高
砂
市
、
姫
路
市
の
沿
岸
部
に
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
分
布
状
況
を
示
し
た
の
が
地
図
１
で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
物
と
は
呼
ば
れ
な
い
が
、
よ
く
似
た
特
徴
を
も
つ
子
ど
も
が
登
場
す
る
事
例
も
あ
る
。
地
図
１
の
①
神
吉
八
神
社
（
加
古
川
市
神
吉
町
）
の
頭
人
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉祭
礼
に
登
場
す
る
子
ど
も
│
│
播
磨
地
方
の
一
つ
物
考
│
│
越
智
み
や
子
―１４ ―
表 1 現行の祭礼に登場する一つ物および、一つ物と同じ特徴を持つ稚児
神社名 呼称 祭礼名 祭日 神社所在地 備考
宇治神社、県神社 御方（みかたしろ）大幣神事 6/8 京都府宇治市 成人男性
西条八幡神社 馬乗り（一ツ物） 秋季例祭 10月第 2土曜日 兵庫県加古川
市八幡町
神吉八幡神社 頭人（大正時代ま
では小頭人と呼ば
れていた）
秋季例祭 10月第 2土日曜日 兵庫県加古川
市西神吉町
崎宮神社 カゲシ 秋季例祭 10月第 2日曜日 兵庫県加古川
市尾上町
高砂神社 一つ物 秋季例大祭 10/10-11 兵庫県高砂市
高砂町
荒井神社 一つ物、稚児頭 秋季例大祭 体育の日の前々
日、前日
兵庫県高砂市
荒井町
曽根天満宮 一ツ物、ヨイヨイ
ベー
秋季例大祭 10/13-14 兵庫県高砂市
曽根町
大塩天満宮 一つ物 秋季例大祭 10/14-15 兵庫県姫路市
大塩町
播磨国総社（射楯
兵主神社）
一つ物 一 つ 山（60年
毎）、三つ山神
事（20年毎）
一つ山（60年毎）
／不定期、三つ山
神事／4月
兵庫県姫路市
総社本町
かつては 12、3歳の少女
が務めていたが、現在で
は成人女性が務める。
坂越大避神社 頭人 坂越船祭 10月第 2日曜日 兵庫県赤穂市
坂越
かつては 6、7歳の長男
と決まっていたが現在で
は成人男性がこれを務め
る（昭和 40年代以降）
東有年八幡神社 頭人 秋祭り 10月 10日前後の
土日曜日
兵庫県赤穂市
東有年
赤穂八幡宮 頭人 秋祭り 10/15直後の日曜
日
兵庫県赤穂市
尾崎
春日若宮神社 馬長児 おん祭り（渡御
式）
12/17 奈良県奈良市
熊野速玉大社 一つもの 御船祭 10/16 和歌山県新宮
市
かつては「若き人」が務
めたが現在では人形にな
っている
粉河産土神社 栗栖のひとつもの 粉河祭・渡御式
（2年に 1回）
7月末の日曜日 和歌山県紀の
川市
琴弾八幡宮 一ツ物 大祭・一ツ物放
生会
10/15 香川県観音寺
市八幡町
熊岡八幡神社 ヒトツモノ、オカ
ヤモチ
秋祭り 10/18 香川県三豊市
豊中町
※福原敏男著『祭礼文化史の研究』「第一章 ひとつ物考」（1995年）をもとに作成
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と
、
②
西
条
八
幡
神
社
（
加
古
川
市
八
幡
町
）
の
一
つ
物
（
馬
乗
り
）
で
あ
る
。
同
様
に
姫
路
市
よ
り
西
側
の
赤
穂
市
に
は
、
⑨
坂
越
大
避
神
社
（
赤
穂
市
坂
越
）
の
頭
人
、
⑩
東
有
年
八
幡
神
社
（
赤
穂
市
東
有
年
）
の
頭
人
、
⑪
赤
穂
八
幡
宮
（
赤
穂
市
尾
崎
）
の
頭
人
の
事
例
が
あ
り
一
覧
に
加
え
た
。
な
お
、
地
図
１
に
は
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
る
が
、
文
献
史
料
上
で
一
つ
物
が
（
 
）
確
認
で
き
る
事
例
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
播
磨
地
方
の
南
部
に
は
一
つ
物
や
、
そ
れ
に
よ
く
似
た
特
徴
を
も
つ
子
ど
も
が
登
場
し
て
い
る
、
も
し
く
は
か
つ
て
登
場
し
て
い
た
事
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
調
査
で
、
播
磨
地
方
の
最
北
に
位
置
す
る
宍
粟
市
に
も
一
つ
物
の
事
例
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
波
賀
八
幡
神
社
（
宍
粟
市
波
賀
町
）
の
秋
祭
り
に
登
場
す
る
一
つ
物
で
あ
る
。
み
ゆ
き
さ
い
こ
の
一
つ
物
は
、
数
年
毎
に
不
定
期
で
お
こ
な
わ
れ
る
御
幸
祭
に
出
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
現
地
調
査
を
も
と
に
こ
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
播
磨
地
方
南
部
の
一
つ
物
と
あ
わ
せ
て
播
磨
地
方
に
お
け
る
一
つ
物
の
諸
相
に
つ
い
て
俯
瞰
す
る
。
二
、
一
つ
物
の
研
究
史
本
論
に
入
る
前
に
、
一
つ
物
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
概
観
し
、
一
つ
物
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
紹
介
し
た
い
。
一
つ
物
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
学
、
民
俗
学
の
分
野
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
歴
史
的
変
遷
や
祭
礼
に
お
け
る
位
置
づ
け
な
ど
、
一
つ
物
を
総
合
的
に
分
析
し
、
一
つ
物
が
何
で
あ
る
の
か
を
結
論
付
け
た
最
新
の
も
の
と
し
地図 1 播磨地方の一つ物の分布
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（
 
）
て
、
福
原
敏
男
の
研
究
が
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
成
果
を
参
考
に
一
つ
物
の
歴
史
や
研
究
史
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
（
一
）
一
つ
物
の
歴
史
「
ひ
と
つ
も
の
」
ま
た
は
「
一
つ
物
」
と
い
う
語
が
最
初
に
史
料
に
登
場
す
る
の
は
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
。
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
六
）
三
月
、
関
白
師
通
が
山
門
大
衆
の
呪
詛
に
あ
っ
て
病
に
倒
れ
た
た
め
に
、
師
通
の
母
が
日
吉
社
に
病
気
回
復
を
祈
る
た
め
、
一
つ
物
を
奉
納
し
て
い
る
。
そ
の
後
、『
平
家
物
語
』
か
ら
五
十
年
ほ
ど
時
代
が
下
り
、
祭
り
を
見
物
し
た
貴
族
の
日
記
に
一
つ
物
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
当
時
、
貴
族
の
祭
礼
見
物
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
例
の
一
つ
が
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
で
あ
っ
た
。
藤
原
宗
忠
に
よ
る
『
中
右
記
』
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
五
月
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
の
還
幸
祭
の
日
に
、
一
つ
物
が
田
楽
・
散
楽
と
共
に
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
の
記
事
の
二
年
後
、
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
に
興
福
寺
が
春
日
若
宮
社
を
創
建
し
、
翌
年
の
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
に
は
若
宮
祭
礼
を
始
め
た
が
、
史
料
上
に
こ
の
祭
り
に
一
つ
物
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
他
に
も
、
賀
茂
社
や
稲
荷
社
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
十
三
、
四
世
紀
に
な
る
と
、
一
つ
物
は
九
州
地
方
や
、
北
陸
地
方
の
祭
礼
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
近
畿
地
方
で
は
一
つ
物
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
近
畿
地
方
で
再
び
一
つ
物
の
記
事
が
現
れ
る
の
は
、
十
六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
そ
の
姿
も
変
化
し
た
。
春
日
若
宮
祭
の
様
子
を
描
い
た
『
春
日
大
宮
若
宮
祭
礼
図
』（
寛
保
二
年
﹇
一
七
四
二
﹈）
で
ば
ち
ょ
う
の
ち
ご
は
、
山
鳥
の
尾
の
羽
を
立
て
た
笠
を
被
り
、
馬
に
乗
っ
た
子
ど
も
を
「
馬
長
児
」
と
し
、
後
ろ
に
続
く
従
者
を
一
つ
物
と
説
明
し
て
い
る
。
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
宇
治
神
社
祭
礼
と
、
郷
内
み
か
た
し
ろ
の
悪
疫
を
祓
う
大
幣
神
事
へ
二
分
さ
れ
た
。
こ
の
大
幣
神
事
に
は
「
御
方
」
が
登
う
じ
場
す
る
。
大
幣
神
事
に
つ
い
て
は
、『
兎
道
旧
記
浜
千
鳥
』（
元
禄
十
年
﹇
一
六
九
七
﹈
序
）
に
詳
し
い
記
載
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
御
方
俗
云
一
物
」
と
い
う
よ
う
に
「
御
方
」
の
説
明
と
し
て
一
つ
物
の
語
句
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
一
つ
物
」
と
い
う
名
称
は
、
史
料
上
で
は
十
一
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
一
つ
物
が
発
生
し
た
か
を
明
確
に
す
る
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
（
二
）
一
つ
物
の
研
究
史
一
つ
物
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
松
本
愛
重
で
、
平
家
物
語
に
登
場
す
る
一
つ
物
の
例
を
あ
げ
、
一
つ
物
を
造
り
物
の
一
種
と
し
、
風
流
と
し
て
考
え
る
視
点
（

）
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
視
点
は
柳
田
国
男
を
始
め
と
す
る
民
俗
学
の
分
野
で
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。
柳
田
国
男
は
、
当
初
か
ら
一
つ
物
の
神
聖
性
に
注
目
し
て
お
り
、
最
終
的
に
一
つ
物
を
神
の
よ
り
ま
し
と
し
、
一
つ
物
を
祭
り
の
中
（

）
心
と
す
る
論
を
展
開
し
て
い
る
。
（

）
（

）
（

）
（

）
柳
田
に
続
き
、
中
山
太
郎
や
堀
一
郎
、
戦
後
で
は
、
萩
原
龍
夫
、
東
條
寛
も
一
つ
物
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
「
一
つ
物
は
神
の
よ
り
ま
し
で
あ
る
」
と
す
る
柳
田
説
を
基
調
に
し
て
い
る
。
（

）
一
方
で
、
歴
史
学
の
方
面
で
は
永
島
福
太
郎
の
研
究
が
あ
る
。
永
島
は
、
宇
治
離
宮
と
春
日
若
宮
社
の
祭
礼
に
関
す
る
記
録
を
も
と
に
、
一
つ
物
の
発
祥
は
長
承
・
保
延
年
間
（
一
一
三
〇
年
代
）
と
推
定
し
、
そ
の
当
時
、
神
仏
習
合
思
想
と
御
― １７ ―
子
神
（
若
宮
）
信
仰
の
勃
興
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
つ
物
は
、
そ
の
新
た
な
信
仰
が
流
行
す
る
な
か
で
卓
抜
な
造
形
と
し
て
発
生
し
た
と
し
て
、
は
じ
め
て
一
つ
物
の
発
生
過
程
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
つ
物
の
神
の
よ
り
ま
し
説
と
は
異
な
る
見
解
を
提
示
し
た
。
（
儗
）
続
い
て
一
つ
物
の
発
生
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
、
橋
本
裕
之
で
あ
る
。
橋
本
は
、
永
島
が
提
示
し
た
一
つ
物
の
発
生
を
長
承
・
保
延
年
間
と
限
定
す
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
、
一
つ
物
が
平
安
期
の
都
の
祭
礼
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
起
源
を
持
ち
、
そ
れ
が
祭
礼
芸
能
の
一
部
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
残
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。
結
論
的
に
は
永
島
説
を
踏
襲
し
つ
つ
、
一
つ
物
が
風
流
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
以
上
の
と
お
り
一
つ
物
の
研
究
史
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
く
は
一
つ
物
を
神
の
よ
り
ま
し
と
す
る
説
と
、
芸
能
風
流
と
す
る
説
に
分
か
れ
る
こ
と
が
わ
か
（
儘
）
る
。
こ
の
二
つ
の
説
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
の
が
福
原
敏
男
で
あ
る
。
福
原
は
、
一
つ
物
に
関
す
る
文
献
史
料
を
網
羅
し
た
上
で
、
一
つ
物
は
、
平
安
末
期
の
祭
礼
に
お
い
て
、
田
楽
や
王
の
舞
な
ど
の
芸
能
と
と
も
に
、
祭
礼
の
構
成
要
素
と
し
て
定
着
す
る
な
か
で
認
識
さ
れ
、
記
録
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
た
。
ま
た
、
一
つ
物
は
、
祭
礼
を
彩
る
芸
能
風
流
と
関
わ
り
が
深
く
、
固
有
の
姿
か
た
ち
や
役
割
を
持
つ
人
物
を
指
す
の
で
は
な
く
、
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
造
形
表
現
な
ど
、
そ
の
時
代
の
流
行
や
美
意
識
を
具
現
化
し
た
も
の
を
指
す
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
一
つ
物
」
と
い
う
呼
称
を
、
神
の
よ
り
ま
し
と
な
る
子
ど
も
を
表
す
言
葉
と
し
て
学
術
用
語
的
に
用
い
て
、
す
べ
て
こ
れ
に
当
て
は
め
て
し
ま
う
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ま
で
民
俗
学
で
、
祭
礼
で
よ
り
ま
し
と
な
る
子
ど
も
を
一
様
に
扱
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
現
在
は
、
福
原
の
説
以
上
の
新
た
な
見
解
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
行
の
祭
礼
に
見
え
る
播
磨
地
方
の
一
つ
物
を
見
る
限
り
、
一
つ
物
の
持
つ
神
聖
性
、
宗
教
性
は
無
視
で
き
ず
、
祭
礼
を
彩
る
風
流
で
あ
る
と
断
言
で
き
な
い
。
ま
た
、
播
磨
地
方
の
一
つ
物
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
特
徴
は
各
事
例
で
異
な
っ
て
お
り
一
括
り
に
で
き
ず
、
一
つ
物
が
何
者
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
伝
え
て
き
た
地
域
の
歴
史
的
背
景
や
環
境
条
件
を
丹
念
に
紐
解
い
て
い
く
作
業
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
播
磨
地
方
の
一
つ
物
の
事
例
を
個
別
に
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
を
見
て
（
儙
）
い
く
。
三
、
現
行
の
祭
礼
に
見
え
る
一
つ
物
①
神
吉
八
幡
神
社
（
加
古
川
市
西
神
吉
町
）
か
ん
き
神
吉
八
幡
神
社
の
祭
礼
は
、
毎
年
十
月
の
第
二
土
曜
日
を
宵
宮
、
翌
日
曜
日
を
昼
宮
と
し
て
い
る
。
秋
祭
り
に
参
加
す
る
氏
子
地
区
は
、
西
神
吉
町
と
東
神
吉
町
で
、
こ
の
二
町
は
宮
前
、
天
下
原
、
神
吉
東
、
神
吉
西
、
中
西
村
、
西
村
、
大
国
の
八
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
輪
番
で
当
番
村
を
務
め
、
祭
礼
全
体
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
頭
人
は
六
〜
八
歳
ぐ
ら
い
の
男
児
で
、
毎
年
、
祭
礼
の
当
番
地
区
が
奉
仕
す
る
し
で
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
頭
人
宅
で
は
敷
地
の
入
り
口
に
赤
い
紙
手
が
一
本
立
て
ら
れ
、
敷
地
の
四
方
と
玄
関
軒
先
に
注
連
縄
が
下
げ
ら
れ
、
玄
関
扉
脇
に
は
御
神
燈
と
、
頭
人
名
が
記
さ
れ
た
木
製
の
看
板
を
立
て
る
。
大
正
時
代
に
は
祭
礼
に
先
立
っ
て
自
宅
門
前
に
祭
壇
を
築
き
、
高
砂
の
浜
ま
で
行
っ
て
海
水
で
の
禊
ぎ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
は
、
大
人
が
務
め
る
「
大
頭
人
」
が
― １８ ―
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
子
ど
も
の
頭
人
は
「
小
頭
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
子
ど
も
の
頭
人
は
、
頭
頂
部
に
山
鳥
の
尾
羽
を
立
て
赤
と
緑
の
造
花
で
飾
ら
れ
た
丸
笠
を
被
り
、
白
地
に
金
の
織
紋
様
が
入
っ
た
狩
衣
、
紫
の
袴
と
い
う
姿
で
祭
礼
に
参
加
す
る
。
顔
は
白
粉
塗
り
と
口
紅
で
化
粧
が
施
さ
れ
、
額
に
墨
で
左
右
に
点
ふ
た
つ
（：
）
を
描
く
。
足
下
は
白
足
袋
に
草
履
で
あ
る
が
、
移
動
の
際
は
大
人
が
抱
え
る
な
ど
地
面
に
足
を
着
け
な
い
。
宵
宮
の
夕
方
、
猿
田
彦
と
礼
服
姿
の
各
村
の
総
代
た
ち
が
頭
人
の
自
宅
へ
迎
え
に
行
き
、
一
緒
に
神
社
へ
向
か
う
。
午
後
六
時
か
ら
の
頭
人
奉
告
祭
に
参
列
し
、
そ
の
後
に
、
社
務
所
の
座
敷
で
関
係
者
に
よ
る
食
事
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
最
初
に
頭
人
が
座
敷
の
上
座
に
着
席
す
る
ま
で
他
の
人
々
は
着
席
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
祭
礼
当
日
（
昼
宮
）、
頭
人
は
午
前
六
時
す
ぎ
に
各
村
の
総
代
た
ち
と
自
宅
を
出
発
し
て
、
神
社
へ
向
か
う
。
神
社
で
は
拝
殿
で
献
饌
な
ど
の
神
事
が
神
職
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
頭
人
は
神
事
に
参
列
す
る
だ
け
で
あ
る
。
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
神
社
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
南
に
あ
る
大
国
の
下
の
宮
（
御
旅
所
）
へ
神
輿
の
渡
御
を
す
る
。
こ
の
時
、
神
職
と
頭
人
は
、
神
輿
の
直
前
を
馬
に
乗
っ
て
進
む
。
大
国
の
下
の
宮
で
昼
食
休
憩
後
、
御
旅
所
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
還
幸
す
る
。
往
き
と
同
じ
行
列
順
で
神
社
へ
と
帰
る
。
神
社
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
撤
饌
の
儀
礼
が
は
じ
ま
る
。
境
内
に
拝
殿
を
正
面
に
し
て
設
け
ら
れ
た
座
席
に
頭
人
が
座
し
、
拝
殿
の
祭
壇
と
頭
人
の
間
に
総
代
た
ち
が
並
ぶ
。
総
代
た
ち
は
祭
壇
の
供
物
を
順
に
手
に
と
っ
て
渡
し
て
い
き
、
頭
人
へ
と
運
ぶ
。
頭
人
は
一
つ
ず
つ
こ
れ
を
受
け
取
り
、
受
け
取
っ
た
後
は
側
に
控
え
る
役
の
人
に
渡
す
。
最
後
に
そ
の
人
が
ま
と
め
て
社
務
所
へ
と
運
ぶ
。
撤
饌
が
終
わ
る
と
、
神
輿
を
拝
殿
横
の
倉
へ
納
め
る
。
頭
人
も
両
親
と
一
緒
に
乗
用
車
で
帰
宅
す
る
が
、
こ
の
際
は
地
に
足
を
着
け
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
。
②
西
条
八
幡
神
社
（
加
古
川
市
八
幡
町
）
西
条
八
幡
神
社
の
祭
礼
は
、
毎
年
十
月
の
第
二
土
曜
日
お
こ
な
わ
れ
る
。
秋
祭
り
に
参
加
す
る
氏
子
地
区
は
、
上
西
条
と
中
西
条
で
あ
る
。
一
つ
物
は
こ
の
二
地
区
か
ら
一
年
交
代
で
出
さ
れ
、
中
西
条
で
は
「
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
」、
上
西
条
で
は
「
馬
乗
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
小
学
校
一
、
二
年
生
の
両
親
が
そ
ろ
っ
て
い
る
男
児
が
務
め
、
狩
衣
に
金
冠
を
着
用
し
、
背
中
に
扇
と
「
八
幡
大
神
」
と
墨
書
さ
れ
た
幟
を
さ
す
。
馬
乗
り
に
当
た
る
と
、
毎
日
一
番
風
呂
に
入
り
、
下
着
と
寝
間
着
は
新
し
い
も
の
に
着
替
え
る
。
寝
る
時
は
床
の
間
に
真
薦
を
編
み
、
そ
の
上
に
布
団
を
敷
い
て
東
向
き
で
寝
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
祭
礼
の
前
の
十
日
間
は
、
毎
朝
、
上
・
中
西
条
八
幡
神
社
の
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
に
あ
る
宗
佐
厄
神
八
幡
神
社
（
加
古
川
市
宗
佐
）
の
御
神
水
へ
浄
め
に
行
く
。
地
面
に
足
を
付
け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
履
物
を
履
か
ず
、
成
人
男
性
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
る
か
、
馬
に
乗
っ
て
移
動
す
る
。
本
宮
（
十
月
第
二
土
曜
日
）
の
神
事
の
際
は
拝
殿
と
本
殿
を
つ
な
ぐ
階
段
に
着
座
し
、
神
事
が
終
わ
る
ま
で
動
い
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
神
事
が
終
わ
る
と
、
神
輿
が
本
殿
か
ら
出
て
境
内
を
回
る
。
そ
の
後
、
馬
乗
り
の
儀
式
と
称
し
て
境
内
を
馬
に
乗
っ
て
三
周
す
る
。
一
周
し
て
本
殿
の
正
面
に
来
る
た
び
に
馬
を
止
め
て
背
中
に
さ
し
て
い
る
扇
を
手
に
取
り
拝
礼
す
る
。
三
回
目
の
拝
礼
が
終
了
し
た
後
、
馬
乗
り
は
境
内
を
退
出
し
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
後
、
本
殿
の
方
を
振
り
― １９ ―
（
儚
）
返
っ
て
一
礼
し
、
帰
宅
す
る
。
③
崎
宮
神
社
（
加
古
川
市
尾
上
町
）
崎
宮
神
社
の
祭
礼
は
、
十
月
の
第
二
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
崎
宮
神
社
の
一
つ
物
は
「
カ
ゲ
シ
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、
養
田
・
大
崎
と
池
田
の
二
地
区
か
ら
一
年
交
代
で
出
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
養
田
・
大
崎
か
ら
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
池
田
か
ら
カ
ゲ
シ
を
出
し
た
と
の
報
告
が
確
認
で
き
る
が
、
現
在
の
状
況
は
未
確
認
で
あ
る
。
こ
の
二
地
区
か
ら
は
、
カ
ゲ
シ
と
は
別
に
四
十
九
、
五
十
歳
の
成
人
男
性
が
務
め
る
頭
人
が
出
さ
れ
る
。
頭
人
に
つ
い
て
は
現
在
も
出
て
い
る
。
最
近
の
カ
ゲ
シ
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
り
、
装
束
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
が
、
養
田
地
区
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
崎
宮
神
社
縁
起
神
幸
式
資
料
」（
昭
和
五
十
二
年
﹇
一
九
七
七
﹈）
に
か
つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
儀
礼
の
よ
う
す
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
参
考
に
し
た
い
。
祭
礼
は
、
以
前
は
十
月
十
、
十
一
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
カ
ゲ
シ
は
、
五
、
六
歳
の
男
児
が
務
め
、
山
鳥
の
尾
が
つ
い
た
冠
、
直
衣
を
着
用
し
、
額
に
墨
で
左
右
に
点
ふ
た
つ
（：
）
を
描
く
。
祭
礼
に
先
立
っ
て
九
月
中
旬
に
は
頭
人
宅
の
屋
根
に
木
箱
に
砂
を
入
れ
御
幣
を
立
て
た
オ
ハ
ケ
が
設
置
さ
れ
、
庭
に
は
オ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
仮
設
の
祭
壇
が
設
置
さ
れ
る
。
祭
礼
の
一
週
間
前
か
ら
精
進
入
り
と
し
て
、
カ
ゲ
シ
は
頭
人
宅
に
宿
泊
し
、
別
火
の
生
活
に
入
っ
た
。十
月
十
日
の
宵
宮
で
は
、
カ
ゲ
シ
は
頭
人
と
と
も
に
神
社
へ
参
拝
し
、
餅
米
、
小
餅
、
柿
、
栗
な
ど
を
供
え
る
。
明
治
中
期
以
前
は
、
カ
ゲ
シ
は
こ
の
夜
、
御
旅
所
に
宿
泊
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
十
月
十
一
日
の
本
宮
で
は
、
カ
ゲ
シ
は
御
旅
所
へ
の
渡
御
に
馬
に
乗
っ
て
参
加
し
た
。
順
番
は
列
の
最
後
尾
と
な
っ
て
い
る
。
御
旅
所
で
は
頭
式
と
称
す
る
盃
事
と
奉
幣
を
お
こ
な
い
、
神
社
へ
戻
っ
て
か
ら
も
拝
殿
で
頭
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
頭
式
が
終
わ
る
と
、
カ
ゲ
シ
だ
け
が
先
に
拝
殿
を
下
っ
て
、
乗
馬
で
鳥
居
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き
、
氏
子
の
「
ヤ
ッ
ト
コ
セ
ー
」
の
囃
子
で
引
き
返
し
、
頭
人
を
迎
え
て
共
に
退
場
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
④
高
砂
神
社
（
高
砂
市
高
砂
町
）
高
砂
神
社
が
あ
る
高
砂
町
は
、
江
戸
時
代
初
頭
に
、
姫
路
藩
主
・
本
田
忠
政
に
よ
っ
て
、
加
古
川
河
口
部
を
新
し
く
整
備
し
て
で
き
た
町
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
加
古
川
対
岸
の
養
田
村
・
大
崎
村
・
池
田
村
か
ら
移
住
し
た
人
々
が
氏
子
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
高
砂
神
社
の
祭
礼
は
、
養
田
村
に
あ
る
崎
宮
神
社
と
合
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
高
砂
町
の
西
に
隣
接
す
る
荒
井
村
も
こ
の
祭
礼
に
参
加
し
て
い
た
。
か
つ
て
の
祭
礼
は
、
宵
宮
の
真
夜
中
、
崎
宮
神
社
で
神
輿
に
神
霊
を
遷
し
た
後
、
対
岸
の
高
砂
神
社
に
船
で
渡
り
、
翌
日
の
本
宮
で
の
神
事
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
際
、
崎
宮
神
社
の
カ
ゲ
シ
も
神
輿
と
一
緒
に
高
砂
神
社
へ
と
渡
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
以
降
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
池
田
村
・
養
田
村
・
大
崎
村
の
氏
子
が
高
砂
神
社
の
氏
子
か
ら
離
脱
し
、
崎
宮
神
社
と
高
砂
神
社
の
祭
礼
は
別
々
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
に
、
荒
井
村
か
ら
の
参
加
も
な
く
な
り
、
村
内
の
荒
井
神
社
で
祭
礼
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
高
砂
神
社
と
荒
井
神
社
の
祭
礼
は
、
崎
宮
神
社
の
祭
礼
か
ら
枝
分
か
れ
し
、
十
八
世
紀
に
確
立
し
た
形
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
― ２０ ―
現
在
の
高
砂
神
社
の
祭
礼
は
、
毎
年
十
月
十
、
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
氏
子
は
、
高
砂
町
全
域
で
あ
る
。
祭
礼
の
運
営
は
、
神
社
関
係
者
（
神
職
・
奉
賛
会
）
と
秋
祭
り
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
う
。
神
役
で
だ
ん
じ
り
あ
る
御
先
司
（
車
楽
）、
御
獅
子
司
（
車
楽
）、
神
輿
、
頭
家
、
一
つ
物
、
押
太
鼓
を
奉
仕
す
る
。
こ
れ
以
外
に
、
氏
子
各
町
に
は
氏
子
総
代
が
お
り
、
各
町
内
に
役
員
が
決
め
ら
れ
、
車
楽
や
曳
き
物
、
子
供
神
輿
を
運
営
す
る
。
高
砂
神
社
の
「
頭
家
・
一
ツ
物
行
事
」
は
、
昭
和
三
十
六
年
以
降
は
途
絶
え
て
い
た
が
、
平
成
十
六
年
に
秋
祭
り
保
存
会
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
た
。
頭
家
は
小
学
五
年
生
男
児
二
名
、
一
つ
物
は
小
学
一
〜
二
年
生
の
男
児
一
名
が
勤
め
る
。
こ
の
く
つ
わ
他
に
一
つ
物
が
乗
る
馬
の
轡
持
ち
（
小
学
五
年
生
女
児
二
名
）
が
い
る
。
現
在
は
広
く
氏
子
町
か
ら
募
集
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
氏
子
町
で
頭
家
、
一
つ
物
を
輪
番
で
出
し
て
い
た
。
頭
家
、
一
つ
物
の
衣
装
は
、
保
存
会
で
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
す
る
。
一
つ
物
は
、
高
砂
神
社
の
神
紋
で
あ
る
木
瓜
紋
が
付
い
た
色
狩
衣
を
着
て
指
貫
を
履
き
、
頭
に
は
山
鳥
の
尾
と
造
花
を
飾
っ
た
金
冠
を
被
る
。
顔
に
化
粧
を
施
し
、
ひ
た
た
れ
墨
で
額
に
「：
」
を
書
く
。
頭
家
は
白
の
直
垂
に
侍
烏
帽
子
姿
で
あ
る
。
祭
礼
に
先
立
っ
て
、
十
月
一
日
、
頭
家
宅
で
は
柴
壇
の
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
オ
シ
バ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
一
・
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
木
枠
に
薦
を
垂
ら
し
た
祭
壇
が
作
ら
れ
る
。
そ
の
天
面
に
は
御
幣
と
水
、
酒
、
塩
な
ど
の
供
物
が
置
か
れ
る
。
柴
壇
の
神
事
当
日
は
、
神
社
で
竹
を
伐
り
、
オ
シ
バ
ダ
ン
の
四
隅
に
立
て
、
注
連
縄
を
巡
ら
せ
る
。
準
備
が
整
う
と
神
職
が
赴
い
て
お
祓
い
を
す
る
。
頭
家
は
、
こ
の
日
か
ら
祭
り
ま
で
、
毎
朝
こ
れ
を
拝
礼
す
る
。
一
つ
物
は
こ
の
神
事
に
は
参
加
し
な
い
。
同
日
、
午
後
か
ら
、
一
つ
物
、
頭
家
、
轡
持
ち
、
奉
幣
人
、
御
幣
持
ち
は
高
砂
神
社
へ
社
参
し
、
本
殿
で
お
祓
い
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
十
九
時
か
ら
自
治
会
館
で
「
宿
開
き
」
が
あ
り
、
宿
の
正
面
に
一
つ
物
の
冠
と
、
頭
人
の
烏
帽
子
を
飾
る
。祭
礼
の
前
日
の
十
月
九
日
の
夕
方
か
ら
「
衣
装
ぞ
ろ
え
」
が
行
わ
れ
る
。
神
輿
渡
御
に
参
加
す
る
全
員
が
、
当
日
と
同
じ
衣
装
を
着
け
、
宿
を
出
発
し
、
一
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
高
砂
町
内
の
約
半
分
の
範
囲
を
巡
る
。
十
月
十
日
は
宵
宮
で
あ
る
。
か
つ
て
は
十
日
に
神
幸
祭
と
御
旅
所
式
、
翌
十
一
日
に
奉
幣
式
と
頭
家
式
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
十
日
に
集
約
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
宮
の
午
前
、
本
殿
で
神
幸
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
神
輿
へ
神
霊
を
遷
し
た
後
、
神
社
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に
あ
る
御
旅
所
へ
の
神
輿
渡
御
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
一
つ
物
は
馬
に
乗
っ
て
神
輿
の
後
を
進
む
。
昼
前
に
御
旅
所
に
到
着
し
、
御
旅
所
祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
御
旅
所
と
な
る
商
業
施
設
の
駐
車
場
の
中
央
に
、
約
五
メ
ー
ト
ル
四
方
に
わ
た
っ
て
注
連
縄
を
張
り
巡
ら
せ
、
神
事
の
場
と
す
る
。
北
側
に
神
輿
を
安
置
し
、
そ
の
前
に
祭
壇
を
組
み
、
供
物
と
御
獅
子
司
に
よ
っ
て
奉
仕
さ
れ
る
獅
子
頭
を
並
べ
る
。
一
同
は
神
輿
に
向
か
っ
て
整
列
し
て
、
神
職
に
よ
る
修
祓
を
受
け
る
。
こ
の
時
、
一
つ
物
は
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
修
祓
を
受
け
る
。
修
祓
が
終
わ
る
と
、
そ
の
場
に
ゴ
ザ
が
敷
か
れ
、
神
輿
を
背
に
北
面
に
神
職
と
秋
祭
り
保
存
会
の
責
任
者
が
座
り
、
そ
れ
に
対
面
す
る
形
で
一
つ
物
と
付
き
添
い
の
父
親
が
座
る
。
東
と
西
側
に
は
、
神
輿
に
近
い
順
に
、
頭
家
、
氏
子
総
代
二
名
が
座
る
。
一
同
が
座
に
着
く
と
、
一
つ
物
、
神
職
、
秋
祭
り
保
存
会
の
責
任
者
、
氏
子
総
代
の
順
に
頭
家
二
名
か
ら
酌
を
受
け
、
盃
を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
往
路
と
同
様
― ２１ ―
の
行
列
で
神
社
へ
戻
る
。
神
社
へ
到
着
後
、
還
幸
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
つ
物
の
役
割
は
終
了
す
る
。
⑤
荒
井
神
社
（
高
砂
市
荒
井
町
）
荒
井
神
社
の
祭
礼
は
、
現
在
は
体
育
の
日
の
前
々
日
、
前
日
と
な
っ
て
い
る
。
秋
祭
り
に
参
加
す
る
氏
子
地
区
は
、
小
松
原
地
区
を
除
く
荒
井
町
で
、
こ
れ
が
東
西
南
北
の
四
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
つ
物
は
こ
の
四
組
か
ら
輪
番
で
出
さ
れ
る
。
一
つ
物
は
「
稚
児
頭
」
と
も
呼
ば
れ
、
幼
稚
園
に
通
う
男
児
（
五
、
六
歳
）
が
務
め
、
狩
衣
に
金
冠
を
着
用
し
、
足
に
白
足
袋
を
履
く
。
衣
装
に
つ
い
て
は
神
社
に
あ
る
も
の
を
借
り
る
か
、
各
自
で
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
厳
密
な
決
ま
り
は
な
い
。
九
月
初
め
に
一
つ
物
を
務
め
る
稚
児
が
決
定
し
、
九
月
末
に
稚
児
宅
に
「
一
つ
物
」
と
墨
書
さ
れ
た
提
灯
が
飾
ら
れ
る
。
十
月
一
日
か
ら
精
進
入
り
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
特
に
潔
斎
な
ど
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
。
本
宮
の
日
の
朝
、
一
つ
物
は
馬
に
乗
っ
て
神
社
へ
向
か
う
。
午
前
中
、
神
社
で
発
輿
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
御
旅
所
へ
の
神
輿
渡
御
と
な
る
。
こ
の
際
、
一
つ
物
は
行
列
の
最
後
を
進
む
。
昼
前
に
は
御
旅
所
へ
到
着
し
、
御
旅
所
祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
二
時
間
程
度
の
昼
休
憩
を
は
さ
ん
で
神
社
へ
戻
る
。
神
社
へ
到
着
す
る
と
還
幸
祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
一
つ
物
は
御
幣
を
持
っ
て
列
座
す
る
。
こ
の
御
幣
は
、
一
つ
物
（
儛
）
か
ら
祢
宜
へ
手
渡
し
、
祢
宜
が
神
前
へ
納
め
る
。
⑥
曽
根
天
満
宮
（
高
砂
市
曽
根
町
）
曽
根
天
満
宮
で
は
、
毎
年
十
月
十
三
日
を
宵
宮
、
十
四
日
を
昼
宮
と
し
て
秋
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
曽
根
天
満
宮
の
一
つ
物
は
、
四
〜
七
歳
の
男
児
が
務
め
る
。
毎
年
、
氏
子
七
地
区
の
う
ち
、
阿
弥
陀
東
村
、
阿
弥
陀
西
村
、
本
庄
村
、
伊
村
の
四
地
区
か
ら
各
一
人
、
計
四
人
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
一
つ
物
は
、
天
満
宮
の
神
紋
で
あ
る
梅
鉢
紋
が
付
い
た
色
狩
衣
に
指
貫
を
履
き
、
頭
に
山
鳥
の
尾
と
造
花
の
菊
を
飾
っ
た
笠
を
被
る
。
顔
に
白
粉
を
塗
り
、
墨
で
額
に
八
の
字
を
書
く
。
宵
宮
の
夕
方
、
身
支
度
し
た
一
つ
物
は
、
村
の
青
年
三
人
に
よ
る
肩
車
で
自
宅
せ
じ
ょ
も
と
を
出
発
し
、
祭
礼
に
お
け
る
村
の
責
任
者
で
あ
る
清
書
元
宅
へ
寄
っ
て
か
ら
、
曽
根
天
満
宮
へ
向
か
う
。
一
つ
物
は
祭
礼
を
通
じ
て
地
面
に
足
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
移
動
は
肩
車
か
馬
で
お
こ
な
う
。
な
お
、
阿
弥
陀
東
村
、
西
村
、
本
庄
村
で
は
一
つ
物
が
道
行
く
際
に
、「
ヨ
イ
ヨ
イ
ベ
ー
」
と
い
う
歌
い
出
し
の
唄
を
歌
い
な
が
ら
進
む
。
そ
の
た
め
、
一
つ
物
を
ヨ
イ
ヨ
イ
ベ
ー
と
も
呼
ん
で
い
る
。
天
満
宮
へ
到
着
す
る
と
、
年
少
の
一
つ
物
か
ら
順
に
正
門
か
ら
境
内
へ
入
る
。
そ
の
際
、
肩
車
役
は
一
つ
物
を
肩
に
乗
せ
た
ま
ま
正
門
で
一
旦
静
止
し
た
後
、
一
気
に
社
殿
に
向
か
っ
て
突
進
し
、
一
つ
物
を
放
り
投
げ
る
よ
う
に
し
て
拝
殿
へ
上
げ
る
。
四
村
の
一
つ
物
と
行
事
頭
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
両
親
と
、
神
職
が
座
に
着
く
と
盃
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
盃
事
が
終
わ
る
と
拝
殿
か
ら
年
少
者
か
ら
退
出
す
る
。
翌
日
の
昼
宮
で
、
一
つ
物
は
馬
に
乗
っ
て
移
動
す
る
。
そ
の
馬
は
、
早
朝
五
時
ご
ろ
、
身
体
を
洗
う
汐
か
き
を
行
う
。
七
時
ご
ろ
か
ら
一
つ
物
は
身
支
度
を
は
じ
め
、
衣
装
が
整
う
と
清
書
元
宅
へ
寄
り
、
午
前
中
は
村
内
を
巡
る
。
そ
し
て
十
二
時
過
ぎ
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
、
天
満
宮
へ
向
か
う
。
馬
に
乗
っ
た
一
つ
物
を
先
頭
に
、
太
刀
、
傘
、
巴
の
描
か
れ
た
紙
を
つ
け
た
尾
花
（
ス
ス
キ
）、
休
憩
時
に
使
う
ゴ
ザ
や
座
布
団
を
持
っ
た
親
族
が
続
く
。
― ２２ ―
午
後
か
ら
、
拝
殿
で
神
饌
を
捧
げ
る
和
供
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
「
馬
駈
け
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
神
職
、
一
つ
物
、
行
事
頭
人
は
拝
殿
を
出
て
馬
に
乗
り
、
境
内
を
一
巡
し
て
再
び
拝
殿
へ
上
が
る
。
続
い
て
一
つ
物
の
馬
だ
け
鞍
を
は
ず
し
、
同
じ
コ
ー
ス
を
三
周
走
ら
せ
る
。
続
い
て
、
正
門
と
本
殿
の
中
間
点
か
ら
本
殿
の
屋
根
へ
向
け
て
射
手
が
弓
を
放
つ
流
鏑
馬
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
拝
殿
で
は
宵
宮
と
同
様
に
盃
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
盃
事
が
終
わ
る
と
、
一
つ
物
（
儜
）
は
乗
馬
し
、
村
へ
帰
る
。
⑦
大
塩
天
満
宮
（
姫
路
市
大
塩
町
）
大
塩
天
満
宮
で
は
、
毎
年
十
月
十
四
日
を
宵
宮
、
十
五
日
を
本
宮
と
し
て
秋
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
大
塩
天
満
宮
の
一
つ
物
は
、
氏
子
町
八
地
区
（
東
之
丁
、
宮
本
丁
、
中
之
丁
、
西
之
丁
、
北
脇
丁
、
西
濱
丁
、
牛
谷
丁
、
小
林
丁
）
か
ら
各
一
名
ず
つ
、
計
八
名
出
さ
れ
る
。
五
、
六
歳
の
男
児
が
務
め
る
。
衣
装
は
八
地
区
と
も
同
じ
で
、
水
色
の
狩
衣
に
金
の
稚
児
烏
帽
子
を
着
用
し
、
額
に
八
の
字
の
化
粧
を
施
さ
れ
、
成
人
男
性
の
肩
車
に
よ
っ
て
移
動
す
る
。
十
月
十
五
日
（
本
宮
）
の
午
前
十
時
か
ら
一
つ
物
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
一
つ
物
神
事
で
は
、
八
人
の
一
つ
物
が
母
親
と
と
も
に
拝
殿
に
座
し
、
奉
幣
の
後
、
神
職
と
と
も
に
盃
事
を
お
こ
な
う
。
神
事
が
終
わ
る
と
、
記
念
撮
影
を
し
、
お
菓
子
を
い
た
だ
い
て
退
出
す
る
。
大
塩
天
満
宮
の
祭
礼
で
は
、
か
つ
て
は
大
塩
田
の
地
主
で
あ
っ
た
地
元
の
有
力
者
が
東
西
二
組
に
所
属
し
、
各
組
が
交
代
で
一
つ
物
を
奉
仕
す
る
と
と
も
に
、
祭
礼
経
費
の
大
半
を
負
担
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
つ
物
は
神
霊
と
称
さ
れ
、
精
進
潔
斎
を
し
、
祭
礼
当
日
は
神
殿
で
神
主
と
盃
を
交
わ
し
た
と
の
記
録
も
あ
り
、
か
つ
て
は
神
事
に
関
わ
る
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
製
塩
業
の
衰
退
に
よ
る
有
力
者
の
没
落
で
、
一
つ
物
は
大
塩
町
四
町
か
ら
各
一
名
ず
つ
の
奉
仕
へ
変
わ
り
、
そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
は
、
氏
子
（
儝
）
町
八
地
区
か
ら
各
一
名
ず
つ
、
計
八
名
の
奉
仕
と
な
っ
た
。
以
上
、
加
古
川
市
、
高
砂
市
、
姫
路
市
の
一
つ
物
の
概
要
を
見
て
き
た
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
潔
斎
の
厳
格
さ
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
事
例
も
、
清
浄
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
神
と
同
格
に
扱
わ
れ
て
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
五
、
六
歳
の
男
児
が
務
め
て
い
る
。
他
地
域
の
一
つ
物
と
共
通
の
特
徴
を
持
ち
な
が
ら
、
神
吉
八
幡
神
社
、
西
条
八
幡
神
社
、
崎
宮
神
社
、
荒
井
神
社
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
「
一
つ
物
」
と
い
う
呼
称
を
持
た
な
い
、
ま
た
は
一
つ
物
と
は
別
の
呼
称
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
物
の
人
数
に
つ
い
て
も
特
徴
が
あ
り
、
神
吉
八
幡
神
社
、
西
条
八
幡
神
社
、
崎
宮
神
社
、
荒
井
神
社
の
よ
う
に
、
祭
礼
の
当
番
に
当
っ
て
い
る
地
区
か
ら
輪
番
で
一
人
が
出
さ
れ
る
場
合
と
、
曽
根
天
満
宮
と
大
塩
天
満
宮
の
よ
う
に
祭
礼
へ
の
参
加
各
地
区
の
う
ち
決
ま
っ
た
地
区
か
ら
各
一
人
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
各
祭
礼
の
構
造
か
ら
一
つ
物
の
役
割
を
見
る
と
、
神
吉
八
幡
神
社
、
西
条
八
幡
神
社
、
崎
宮
神
社
、
高
砂
神
社
、
荒
井
神
社
で
は
、
神
社
で
の
神
事
以
外
に
、
神
輿
の
渡
御
と
御
旅
所
祭
が
あ
り
、
一
つ
物
は
ど
ち
ら
に
も
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
一
つ
物
と
は
別
に
祭
礼
の
頭
人
も
存
在
し
て
お
り
、
一
つ
物
と
頭
人
が
セ
ッ
ト
で
神
事
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
曽
根
天
満
宮
と
大
塩
天
満
宮
で
は
、
神
輿
渡
御
は
な
く
、
神
事
の
中
心
― ２３ ―
が
一
つ
物
に
よ
る
盃
事
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
社
で
は
神
輿
渡
御
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
が
、
一
つ
物
と
と
も
に
流
鏑
馬
（
曽
根
天
満
宮
）、
獅
子
舞
（
大
塩
天
満
宮
）
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
つ
物
と
同
様
に
中
世
以
来
の
祭
礼
の
要
素
で
あ
り
、
現
行
の
祭
礼
で
こ
れ
ら
と
一
つ
物
が
い
っ
し
ょ
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
言
え
る
。
次
に
紹
介
す
る
波
賀
八
幡
神
社
（
兵
庫
県
宍
粟
市
波
賀
町
）
の
一
つ
物
は
、
正
く
じ
月
の
籤
引
き
に
よ
っ
て
祭
り
へ
の
登
場
の
有
無
が
決
ま
る
た
め
、
毎
年
登
場
す
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
近
年
は
登
場
し
な
い
年
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
次
章
で
は
こ
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
播
磨
地
方
南
部
の
一
つ
物
と
の
違
い
な
ど
、
そ
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。
四
、
波
賀
八
幡
神
社
の
一
つ
物
波
賀
八
幡
神
社
は
、
兵
庫
県
宍
粟
市
波
賀
町
安
賀
に
あ
り
、
宍
粟
市
と
鳥
取
市
を
結
ぶ
国
道
二
十
九
号
線
（
通
称
・
若
桜
街
道
）
か
ら
西
に
入
っ
た
集
落
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
（
地
図
２
）。
祭
神
は
応
神
天
皇
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后
の
三
神
で
あ
る
。
（
儞
）
『
波
賀
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
現
在
も
同
町
斉
木
地
区
に
あ
り
、
江
戸
期
に
庄
屋
を
務
め
て
い
た
岡
田
家
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
承
応
年
間
（
一
六
五
二
〜
五
五
年
）
の
記
録
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
神
社
の
創
立
は
応
和
元
年
（
九
六
一
）
と
伝
え
ら
れ
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
千
年
祭
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
九
月
十
五
日
が
祭
日
で
、
当
日
午
前
一
時
に
新
穀
二
升
三
合
を
炊
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き
、
大
き
な
椀
に
盛
っ
て
お
供
え
す
る
朝
の
御
膳
が
あ
っ
た
。
ま
た
濁
り
酒
を
醸
造
し
て
供
え
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
禁
止
さ
れ
た
。
現
在
、
秋
祭
り
は
毎
年
十
月
二
十
一
日
に
近
い
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
安
賀
・
今
市
、
上
野
・
水
谷
、
飯
見
、
有
賀
、
斉
木
の
五
地
区
が
輪
番
で
祭
礼
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
み
ゆ
き
さ
い
こ
の
祭
礼
で
は
、
御
幸
祭
と
呼
ば
れ
る
御
旅
所
へ
の
神
輿
の
渡
御
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
た
だ
し
御
幸
祭
の
挙
行
に
つ
い
て
は
、
祭
り
に
参
加
す
る
五
地
区
の
総
代
と
自
治
会
長
、
岡
田
家
の
当
主
が
同
席
す
る
場
で
神
職
が
籤
を
引
き
、
岡
田
家
の
当
主
に
よ
っ
て
不
正
が
な
い
か
籤
を
改
め
、
実
施
の
有
無
を
決
定
す
る
。
か
つ
て
は
祭
日
の
十
五
日
前
に
籤
引
き
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
現
在
は
毎
年
元
旦
の
歳
旦
祭
の
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
御
幸
祭
に
、
一
つ
物
が
登
場
す
る
。
御
幸
祭
で
は
、
神
輿
に
付
き
従
う
役
を
七
十
五
役
と
呼
び
、
役
を
務
め
る
家
が
決
ま
っ
て
い
る
。
御
幸
祭
を
取
り
仕
切
る
責
任
者
は
前
述
の
岡
田
家
の
当
主
で
あ
り
、
一
つ
物
は
岡
田
家
の
血
縁
か
、
推
薦
す
る
者
と
決
ま
っ
て
い
る
。
岡
田
家
に
こ
の
役
が
当
た
っ
て
い
る
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
岡
田
家
に
伝
わ
る
記
録
に
一
つ
物
の
記
載
が
見
え
、
岡
田
家
が
か
な
り
古
く
か
ら
こ
の
役
を
務
め
て
き
た
こ
と
（
償
）
が
伺
え
る
。
一
つ
物
の
年
齢
条
件
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
調
査
を
お
こ
な
っ
た
平
成
（
儠
）
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
は
、
九
歳
の
男
児
が
務
め
て
い
た
。
金
紙
で
縁
取
ら
れ
た
紙
の
板
を
頭
に
載
せ
、
紅
白
の
紐
で
顎
下
に
固
定
し
、
額
に
は
赤
地
に
岡
田
家
の
紋
で
あ
る
丸
に
三
（
引
両
紋
）
が
付
い
た
鉢
巻
を
す
る
。
衣
装
は
白
金
地
に
織
紋
様
が
入
っ
た
着
物
と
袴
を
着
用
し
、
そ
の
上
か
ら
金
地
の
袖
の
な
い
羽
織
を
着
る
。
羽
織
の
後
ろ
の
襟
元
に
山
鳥
の
尾
羽
二
本
と
、
ス
ス
キ
の
穂
を
一
本
挿
す
。
顔
は
白
粉
塗
り
と
口
紅
で
化
粧
が
施
さ
れ
、
額
に
墨
で
左
右
に
点
ふ
た
つ
（：
）
を
描
く
。
足
下
は
白
足
袋
に
草
履
で
あ
る
が
、
移
動
の
際
は
大
人
が
抱
え
る
か
、
馬
に
乗
っ
て
、
地
面
に
足
を
付
け
な
い
。
調
査
年
の
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
は
、
十
月
二
十
三
日
が
祭
日
で
、
四
年
ぶ
り
に
御
幸
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
な
お
、
当
番
地
区
は
有
賀
地
区
で
あ
っ
た
。
以
下
、
時
系
列
に
沿
っ
て
祭
礼
の
流
れ
を
見
て
い
く
。
祭
礼
当
日
の
午
前
十
時
、
五
地
区
の
各
総
代
が
出
席
し
て
祓
所
で
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
祓
所
は
、
正
門
か
ら
境
内
へ
入
り
、
正
面
の
社
殿
に
向
か
っ
て
右
手
奥
に
あ
る
。
四
方
の
壁
が
な
い
舞
台
の
よ
う
な
建
物
で
、
二
、
三
十
人
が
座
す
こ
と
が
で
き
る
。
続
い
て
、
当
番
地
区
の
担
ぎ
手
が
神
輿
を
幣
殿
へ
担
ぎ
入
れ
て
安
置
す
る
。
社
殿
は
、
正
門
か
ら
続
く
石
畳
を
進
み
、
そ
の
突
き
当
り
に
あ
る
石
段
を
二
十
段
ほ
ど
上
が
っ
た
高
所
に
あ
る
。
社
殿
は
手
前
か
ら
奥
に
拝
殿
、
幣
殿
、
本
殿
と
間
続
き
に
な
っ
て
い
て
、
拝
殿
は
二
十
人
も
入
る
と
い
っ
ぱ
い
に
な
る
広
さ
で
あ
る
。
午
後
十
二
時
三
十
分
、
祓
所
で
神
職
と
代
表
総
代
に
よ
る
大
座
の
式
と
呼
ば
れ
る
盃
事
が
あ
り
、
担
ぎ
手
た
ち
も
同
席
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
一
同
は
、
御
幸
祭
に
際
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
出
御
祭
へ
参
列
す
る
た
め
に
拝
殿
へ
と
移
動
す
る
。
午
後
一
時
頃
、
岡
田
家
で
支
度
を
整
え
、
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
縁
側
か
ら
馬
に
乗
っ
て
出
発
し
た
一
つ
物
が
、
馬
に
乗
っ
て
神
社
に
到
着
す
る
。
一
つ
物
は
鳥
居
の
前
で
馬
か
ら
降
り
、
成
人
男
性
の
馬
丁
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
正
門
を
く
ぐ
り
、
石
段
を
上
が
っ
て
拝
殿
へ
上
が
る
。
拝
殿
に
は
御
幸
祭
に
参
加
す
る
人
々
の
う
ち
、
総
代
、
決
ま
っ
た
家
か
ら
選
出
さ
れ
た
女
児
が
務
め
る
神
子
六
名
が
す
で
に
着
座
し
、
神
輿
の
担
ぎ
手
た
ち
は
拝
殿
の
外
に
控
え
る
。
一
つ
物
が
着
座
し
、
出
御
祭
が
始
め
ら
れ
る
。
参
加
者
一
同
は
修
祓
を
受
け
、
神
職
が
神
輿
に
― ２５ ―
神
霊
を
遷
す
。
午
後
一
時
四
十
分
、
一
同
は
行
列
を
整
え
、
神
社
の
東
南
に
あ
る
、
引
原
川
の
川
岸
の
橿
原
と
い
う
場
所
に
あ
る
御
旅
所
へ
出
発
す
る
。
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
で
あ
る
。
以
下
、
行
列
順
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
祭
礼
当
日
現
地
で
掲
示
さ
れ
て
い
た
資
料
を
元
に
記
述
）。
神
職
│
箒
│
国
旗
│
一
つ
物
・
幟
二
名
・
馬
丁
四
名
・
槍
二
名
・
大
傘
一
名
・
雑
仕
一
名
・
草
履
取
り
一
名
│
幟
│
錦
旗
│
警
衛
（
鼻
高
）
│
大
榊
│
幟
│
鉾
│
太
刀
│
唐
櫃
大
・
小
│
奉
幣
│
鉾
│
弓
矢
│
真
榊
│
陣
ザ
サ
ラ
│
少
女
神
子
二
名
│
神
職
（
祭
主
）
│
神
輿
│
神
職
│
少
女
神
子
二
名
│
鞍
掛
│
女
神
子
二
名
│
太
鼓
│
役
員
│
幟
（
大
・
小
）
│
太
刀
│
鉾
・
太
刀
│
鉾
・
太
刀
│
鉾
│
獅
子
頭
│
子
ど
も
神
輿
続
い
て
、
行
列
の
構
成
で
特
徴
的
な
も
の
を
詳
し
く
見
て
い
く
。
先
頭
の
神
職
、
箒
、
国
旗
（
日
の
丸
）
に
続
き
、
一
つ
物
は
成
人
男
性
が
務
め
る
幟
二
名
、
槍
二
名
、
大
傘
一
名
、
雑
仕
一
名
、
草
履
取
り
一
名
、
馬
丁
四
名
と
共
に
馬
に
乗
っ
て
進
む
（
写
真
５
）。
警
衛
（
鼻
高
）
は
男
性
二
名
で
、
白
丁
姿
に
鼻
高
の
面
を
つ
け
、
手
に
約
二
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
木
の
杖
を
持
ち
、
足
下
は
運
動
靴
で
あ
る
（
写
真
７
）。
こ
れ
は
王
の
舞
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
王
の
舞
と
は
、
中
世
以
来
の
祭
礼
芸
能
で
、
舞
手
は
顔
に
鼻
高
面
、
頭
に
は
鳥
兜
や
鳳
凰
の
冠
な
ど
を
被
り
、
鉾
を
持
っ
て
、
身
を
反
ら
し
た
り
膝
を
曲
げ
た
り
し
な
が
ら
舞
う
。
陣
ザ
サ
ラ
は
、
田
楽
踊
り
で
使
用
さ
れ
る
「
び
ん
ざ
さ
ら
」
の
こ
と
で
、
長
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹
ま
た
は
木
片
を
紐
で
一
列
に
繋
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
白
丁
姿
に
烏
帽
子
を
被
っ
た
男
性
二
名
が
首
か
ら
さ
げ
、
神
輿
の
直
前
を
進
む
（
写
真
８
）。
少
女
神
子
と
女
神
子
は
、
一
つ
物
と
同
じ
よ
う
に
神
子
を
出
す
家
が
決
ま
っ
て
お
り
、
六
歳
か
ら
十
歳
ぐ
ら
い
の
少
女
が
務
め
る
。
神
子
は
赤
や
ピ
ン
ク
の
上
着
に
紫
の
袴
を
着
用
し
、
頭
に
金
冠
を
頂
く
姿
で
、
白
足
袋
に
草
履
履
き
で
あ
る
が
、
親
族
の
男
性
に
背
負
わ
れ
て
移
動
し
、
地
面
に
足
を
付
け
な
い
（
写
真
９
）。
獅
子
頭
は
礼
服
姿
の
男
性
が
一
名
、
獅
子
舞
の
頭
部
だ
け
を
手
に
持
っ
て
進
む
（
写
真
儗
）。
陣
ザ
サ
ラ
や
獅
子
頭
は
、
芸
能
の
要
素
で
あ
る
が
、
渡
御
列
に
参
加
す
る
だ
け
で
、
芸
能
の
奉
納
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
。
午
後
二
時
、
一
行
は
御
旅
所
に
到
着
す
る
。
か
つ
て
の
御
旅
所
で
の
神
事
は
、
御
輿
台
と
い
う
土
台
を
石
垣
で
囲
ん
だ
所
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
の
河
川
改
修
の
際
に
そ
れ
が
取
り
除
か
れ
、
神
社
の
所
有
地
も
減
少
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
は
神
事
を
お
こ
な
う
場
所
の
確
保
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
地
元
企
業
が
新
た
に
土
地
を
購
入
し
て
神
社
へ
奉
納
し
、
再
び
御
旅
所
祭
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
（
儡
）
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
御
旅
所
に
神
輿
が
据
え
ら
れ
る
と
、
一
つ
物
は
馬
丁
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
馬
こ
も
か
ら
降
り
、
薦
の
上
に
設
置
さ
れ
た
床
几
に
、
神
輿
に
対
面
す
る
よ
う
に
座
る
。
一
方
で
神
職
は
、
御
旅
所
の
す
ぐ
側
を
流
れ
る
引
原
川
の
川
中
に
あ
る
祝
詞
岩
と
呼
ば
れ
る
平
ら
な
岩
へ
と
降
り
て
行
き
、
岩
の
上
に
立
っ
て
対
岸
に
向
か
っ
て
一
回
弓
を
引
く
。
続
い
て
、
祝
詞
を
奏
上
し
た
後
、
神
輿
の
方
へ
と
戻
る
。
神
輿
へ
の
献
饌
、
祝
詞
奏
上
が
あ
り
、
神
子
参
拝
と
称
し
て
、
神
子
が
神
輿
の
周
り
を
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
三
周
す
る
。
続
い
て
氏
子
総
代
や
自
治
会
長
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
直
会
と
し
て
一
同
に
神
酒
と
小
餅
が
振
舞
わ
れ
る
。
三
十
分
程
度
で
御
旅
所
祭
が
終
わ
り
、
た
だ
ち
に
還
幸
と
な
る
。
一
つ
物
は
再
― ２６ ―
び
馬
丁
に
抱
え
ら
れ
て
馬
に
乗
り
、
往
路
と
同
じ
道
を
戻
る
。
神
社
へ
到
着
後
、
拝
殿
で
還
御
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
一
つ
物
は
歩
い
て
神
社
を
退
出
す
る
。
還
幸
祭
の
後
も
境
内
に
は
多
く
の
人
が
残
っ
て
お
り
、
子
ど
も
相
撲
や
餅
ま
き
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
五
、
結
び
波
賀
八
幡
神
社
の
一
つ
物
の
特
徴
と
し
て
は
、
神
と
同
格
に
扱
わ
れ
る
こ
と
、
山
鳥
の
尾
の
羽
根
が
つ
い
た
笠
を
着
用
し
、
地
に
足
を
着
け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
馬
で
移
動
す
る
こ
と
な
ど
、
播
磨
地
方
南
部
の
一
つ
物
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
一
つ
物
だ
け
を
見
て
い
て
は
気
が
つ
か
な
い
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
物
が
、
鼻
高
（
王
の
舞
か
）、
サ
サ
ラ
（
田
楽
）、
獅
子
頭
（
獅
子
舞
）
が
い
っ
し
ょ
に
出
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
祭
礼
の
構
成
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。
波
賀
八
幡
神
社
の
祭
礼
は
、
現
状
の
記
録
と
し
て
は
、
岡
田
家
に
伝
わ
る
と
さ
れ
る
承
応
年
間
（
一
六
五
二
〜
五
五
年
）
の
史
料
し
か
な
く
、
そ
れ
以
上
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
御
幸
祭
の
行
列
に
は
鼻
高
（
王
の
舞
か
）、
サ
サ
ラ
（
田
楽
）、
獅
子
頭
（
獅
子
舞
）
が
出
て
お
り
、
中
世
の
祭
礼
芸
能
の
形
態
を
留
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
上
鴨
川
住
吉
神
社
（
兵
庫
県
加
東
市
上
鴨
川
）
の
祭
礼
芸
能
の
構
成
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
る
が
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
三
年
）
（
儢
）
の
記
録
で
、
大
宮
天
神
社
（
現
天
満
神
社
・
神
崎
郡
市
川
町
）
や
船
津
正
八
幡
（
儣
）
神
社
（
姫
路
市
船
津
町
）
の
祭
礼
に
、
一
つ
物
が
獅
子
舞
や
田
楽
、
王
の
舞
（
龍
音
舞
）
と
と
も
に
出
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
波
賀
八
幡
神
社
の
祭
礼
は
、
江
戸
時
代
よ
り
も
前
の
時
代
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
中
世
の
祭
礼
の
形
態
を
今
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
物
単
体
で
は
な
く
、
一
つ
物
が
出
る
祭
礼
の
構
成
に
も
目
を
向
け
て
い
く
と
、
播
磨
国
総
社
（
射
楯
兵
主
神
社
・
姫
路
市
総
社
本
町
）
の
一
つ
山
大
祭
（
六
十
年
毎
）、
三
つ
山
大
祭
（
二
十
年
毎
）
の
五
種
神
事
も
ま
た
中
世
以
来
の
形
態
を
伝
え
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
五
種
神
事
で
、
競
馬
、
流
鏑
馬
、
（
儤
）
神
子
渡
、
一
つ
物
（
現
在
は
成
人
女
性
）、
弓
鉾
指
が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
つ
物
と
流
鏑
馬
が
一
緒
に
出
る
と
い
う
点
で
は
曽
根
天
満
宮
と
似
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
神
吉
八
幡
神
社
や
、
崎
宮
神
社
に
は
中
世
の
祭
礼
の
要
素
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
い
つ
に
起
源
を
持
つ
祭
礼
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
高
砂
神
社
、
荒
井
神
社
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
三
年
に
崎
宮
神
社
の
祭
礼
か
ら
枝
分
か
れ
し
、
再
構
成
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
近
世
の
形
態
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
播
磨
地
方
の
一
つ
物
に
つ
い
て
俯
瞰
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
播
磨
地
方
の
一
つ
物
は
、
波
賀
八
幡
神
社
や
大
宮
天
神
社
な
ど
の
事
例
か
ら
、
そ
の
存
在
を
中
世
末
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
播
磨
地
方
の
一
つ
物
は
、
個
別
の
事
例
ご
と
に
見
え
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
要
素
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
各
事
例
を
継
承
す
る
地
域
社
会
の
要
求
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
播
磨
地
方
の
一
つ
物
に
つ
い
て
発
生
過
程
や
伝
播
経
路
な
ど
を
総
論
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
各
事
例
の
歴
史
的
背
景
や
地
域
特
性
を
個
別
に
検
討
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註（ 
）
兵
庫
県
南
東
部
か
ら
中
西
部
。
東
は
明
石
市
、
西
は
赤
穂
市
、
北
は
宍
粟
市
か
ら
西
脇
市
あ
た
り
ま
で
と
す
る
。
（
 
）
福
原
敏
男
、「
祭
礼
を
飾
る
も
の
│
一
つ
物
の
成
立
と
伝
播
│
」、『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）（
初
出
、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
四
五
集
、
一
九
九
二
年
）
（

）
松
本
愛
重
、「
百
番
の
一
つ
物
に
就
て
」、『
歴
史
地
理
』
第
十
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
八
年
（

）
柳
田
国
男
、「
祭
か
ら
祭
禮
へ
」、『
日
本
の
祭
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
二
年
）、
「
祭
と
司
祭
者
」、『
氏
神
と
氏
子
』（
小
山
書
店
、
一
九
四
七
年
）
（

）
中
山
太
郎
、「
一
つ
物
」、『
土
俗
と
伝
説
』
一
巻
三
号
、
一
九
一
八
年
（

）
堀
一
郎
、「
第
二
章
神
に
扮
す
る
人
」、『
我
が
國
民
間
信
仰
史
の
研
究
』（
二
）
宗
教
編
、
一
九
五
三
年
（

）
萩
原
龍
夫
、「
祭
り
方
」『
日
本
民
俗
学
大
系
』
八
巻
、
一
九
五
九
年
（

）
東
條
寛
、「
粉
河
六
月
会
と
速
玉
大
社
御
船
祭
│
童
児
頭
人
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
│
」、『
紀
伊
半
島
の
文
化
史
的
研
究
』
民
俗
編
（
横
田
健
一
・
上
井
久
義
編
著
、
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
（

）
永
島
福
太
郎
、「
播
州
の
神
事
稚
児
『
一
ツ
物
』」『
兵
庫
県
の
歴
史
』
第
二
十
三
号
、
一
九
八
七
年
（
儗
）
橋
本
裕
之
、「
若
狭
の
一
つ
物
│
王
の
舞
と
の
関
連
に
触
れ
て
│
」、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
十
六
集
、
一
九
九
〇
年
（
儘
）
福
原
著
、
前
掲
註
（
 
）
参
照
。
（
儙
）
二
〇
〇
五
年
度
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
県
下
で
「
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
が
頭
人
を
勤
め
る
事
例
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年
に
『
稚
児
の
祭
礼
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
を
め
ぐ
っ
て
』
と
題
し
た
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
初
め
て
兵
庫
県
下
の
一
つ
物
が
登
場
す
る
祭
礼
を
俯
瞰
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
儚
）
大
江
篤
、「
８
上
・
中
西
条
八
幡
神
社
馬
乗
り
（
一
ツ
物
）」、『
稚
児
の
祭
礼
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
を
め
ぐ
っ
て
』
（
儛
）
埴
岡
真
弓
、「
５
荒
井
神
社
一
ツ
物
・
頭
家
・
頭
人
行
事
」、『
稚
児
の
祭
礼
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
を
め
ぐ
っ
て
』
（
儜
）
曽
根
文
省
、「
東
播
磨
の
一
ツ
物
」、『
近
畿
民
俗
』
六
四
号
、
一
九
七
五
年
小
栗
栖
健
治
、「
７
曽
根
天
満
宮
一
ツ
物
神
事
」、『
稚
児
の
祭
礼
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
を
め
ぐ
っ
て
』
（
儝
）
地
主
喬
、「
１
大
塩
天
満
宮
の
一
つ
物
行
事
」、『
稚
児
の
祭
礼
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
を
め
ぐ
っ
て
』
（
儞
）
『
波
賀
町
誌
』、
一
九
八
六
年
、
四
七
六
〜
四
八
一
ペ
ー
ジ
（
償
）
現
地
配
布
資
料
「
波
賀
八
幡
神
社
御
幸
祭
」（
波
賀
八
幡
神
社
御
幸
保
存
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
〇
一
六
年
現
地
調
査
。
（
儠
）
二
〇
一
六
年
の
一
ツ
物
は
九
歳
の
男
児
だ
っ
た
、
そ
の
前
々
回
の
二
〇
一
〇
年
に
は
六
、
七
歳
の
男
児
が
務
め
て
い
た
。
（
儡
）
前
掲
資
料
、
註
（
償
）
参
照
。
（
儢
）
「
大
宮
天
神
社
神
事
次
第
」
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）（『
稚
児
の
祭
礼
』
収
録
、
資
料
編
三
ペ
ー
ジ
）
播
磨
国
神
崎
東
郡
川
述
郷
大
宮
天
神
社
神
事
相
極
次
第
一
神
領
田
地
壱
町
八
反
弐
拾
五
代
上
古
ヨ
リ
相
伝
地
一
管
弦
僧
参
入
一
社
務
弐
入
粟
生
田
左
京
進
高
橋
四
郎
太
夫
一
壱
ツ
者
内
藤
右
衛
門
尉
泰
盛
俊
一
神
子
ノ
渡
壱
ツ
者
ノ
次
ニ
有
、
一
練
テ
ノ
相
撲
西
川
述
村
立
会
屋
形
村
一
獅
子
舞
弐
頭
浅
野
一
田
楽
踊
東
小
畑
村
一
龍
音
舞
西
小
畑
村
一
流
鏑
馬
一
神
輿
西
小
畑
村
舁
酌
取
但
、
惣
而
小
道
具
出
ル
、
依
之
縄
ヨ
リ
内
割
賦
除
之
也
、（
以
下
省
略
）
※
傍
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線
は
筆
者
に
よ
る
（
儣
）
「
播
磨
八
幡
三
所
宮
神
事
次
第
相
極
候
写
」
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）（『
稚
児
の
祭
礼
』
収
録
、
資
料
編
三
ペ
ー
ジ
）
一
出
家
参
人
中
村
太
郎
右
衛
門
尉
平
吉
近
息
小
三
郎
正
則
一
壱
ツ
物
大
塚
左
衛
門
尉
源
俊
基
一
神
子
渡
壱
ツ
物
の
次
ニ
有
リ
一
練
テ
ノ
相
撲
溝
口
村
立
会
御
立
村
一
獅
子
頭
二
頭
下
垣
内
村
立
会
土
師
村
一
猿
楽
舞
宮
脇
村
一
龍
音
舞
一
流
鏑
馬
一
神
輿
舁
酌
取
上
野
村
立
会
御
立
村
但
、
惣
テ
小
道
具
出
ル
依
之
縄
ヨ
リ
内
割
賦
除
之
也
、（
以
下
省
略
）
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
（
儤
）
久
下
隆
史
、「
第
四
章
第
二
節
五
種
の
神
事
」、『
播
磨
国
総
社
三
ツ
山
大
祭
調
査
報
告
書
』、
姫
路
市
教
育
委
員
会
編
、
二
〇
一
五
年
（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
・
大
阪
大
学
Ｃ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
特
任
研
究
員
））
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